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１．概要（Summary） 

 本研究では、ナノメートルスケールの人工金属構造と光

波とを局在型プラズモンを介する相互作用させることで高

効率に光子を捕捉する光学素子の構築を目指している． 

これまでに，電子線リソグラフィ技術により屈曲し

たロッド形状をもつ金ナノ構造を作製し，直線形状の

金ナノロッドとは異なる光学特性を示すことを明ら

かにした．構造同士が近接したナノギャップでは微小領

域に光を閉じ込めることが可能となる．そこで本年度は，

ナノギャップを有する湾曲金ナノロッドのダイマ—構造

と V 字型金ナノ構造ダイマ—構造をそれぞれ作製し，構造

の形状及び構造間距離に起因したプラズモン共鳴特

性について詳細に検討した． 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

超高精度電子ビーム描画装置 ELS-F125，ヘリコンスパ

ッタリング装置 

 

・実験方法 

湾曲ナノロッドなどのナノパターンを，レジストを塗布し

た ガ ラ ス 基 板 上 に 超 高 精 度 電 子 ビ ー ム 描 画 装 置

ELS-F125 により描画した．現像後，ヘリコンスパッタリン

グ装置により金属薄膜を成膜し，リフトオフにより金属ナノ

構造を作製した．ダイマ—構造は同じ形状及びサイズの金

ナノ構造を点対称に配列した．金ナノ構造の光学特性は

赤外〜可視〜紫外の分光光度計及び顕微フーリエ変換

赤外分光装置を用いて透過スペクトルを測定した．金属

ナノ構造の電子顕微鏡像は ELS-F125 を用いて観察し

た． 

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に示すように，湾曲ナノロッドと V 字型のダイマ—

構造はそれぞれ構造の端同士で 10 nm のギャップ幅を

形成されるように近接させて配置した．湾曲ナノロッドと V

字型のダイマ—構造のプラズモン共鳴スペクトルを比較す

ると，V 字型では２つに割れたV字の長さ由来の吸収ピ

ークが観測された． 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし． 
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６．関連特許（Patent） 
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Fig. 1 A scanning electron microscope 
image of gold nanostructures, (1) 
curvilinear nanorod dimer, (2) V-shape 
dimer


